
安全保障有形インフラ構造デバッグ要望書
国防要員の肉体および前頭葉パフォーマンス最大化に向けた糧食仕様変更ドクトリン

令和8年6月9日
日本国主権者 行使 

防衛大臣 殿
防衛省 大臣官房 施設課（厚生担当・食堂管理） ／ 各駐屯地・基地文書管理部 御中 

【要望書】我が国の防衛能力（隊員パフォーマンス）最大化に向けた、自衛隊食堂および戦闘糧食
における「甘味・添加物パージ」に関する要望 

拝啓
貴省（貴隊）におかれましては、我が国の主権と国民の生命・財産を不誠実な外敵から守り抜くため、日々極限の

過酷な任務と訓練に従事いただき、深い敬意と感謝を申し上げます。さて、防衛省が掲げる「防衛力抜本的強化」に
おいて、最新の装備品（有形力）の導入が進められておりますが、それらマシンの性能を極限まで引き出すための
「自衛隊員という最も精密かつ最強のインフラ」の燃料（食）の品質について、重大な安全保障上のバグをデバッグ
していただきたく、本要望を提出いたします。

現代の軍事医学および脳科学において、日常的に「精製糖（砂糖・みりん）や過剰な人工添加物、質の悪い脂質」
で濃く味付けされた安価な食事（中毒性の高い甘味食）を摂取することは、隊員の脳（前頭葉）の機能を慢性的に低
下させ、極限状態における刹那の判断力、耐久力、および精神の安定を劇的に阻害することが実証されております。
また、血糖値の急激な乱高下（グルコーススパイク）は、午後の激しい眠気や集中力低下を引き起こし、訓練中の事
故や有事の迎撃バグに直結いたします。

株式会社小松製作所をはじめとする、世界で戦う誠実なる日本の重機メーカー等の社食（現場弁当）においては、
働く人間の10年後の血管と脳を守り、最高のパフォーマンスを維持するため、「甘味や不要な添加物を徹底的に排除
し、素材本来の栄養素を活かした、くどくない誠実な食事」が実装されております。銃や重機を動かす人間が、目先
のコストカットや安価な中毒性調味料で作られた「獣の餌」を胃袋に投入していては、いかに優れた装備があろうと
も国を守ることは不可能です。つきましては、自衛隊が「無敵の防衛インフラ」をホールドするため、以下の項目を
強く要望いたします。

【要望項目】
隊員食堂および戦闘糧食（ミリメシ）における「甘味」の完全パージ： 素材本来の旨味と適正塩分を厳守
した「くどくない、身体を内側から強固にする誠実な食事設計」へ仕様を完全変更すること。

「食糧倫理＝最大の防衛力強化」という新ドクトリンの確立： 隊員の肉体と前頭葉のクリアさを最大化
し、生活習慣病による自衛官の早期離職や健康バグを未然に防ぐため、「燃料としての食」の調達基準（仕
様書）を徹底的にデバッグすること。

装備のスペック（言葉）は偽装できても、隊員の身体（実体）は嘘をつけません。足元の食糧インフラから本物の
誠実さを貫き、国家の安寧を完全ホールドされることを強く要望いたします。

敬具

【発信者・主権者】

住所・氏名：

（独立インフラプロジェクト『加賀藩』代表／YouTubeチャンネル：加賀塩之介の甘味捨論） 
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広域食糧インフラ主権奪還要望書
国難たる社会的医療費の削減および持続可能な一次産業インフラへの逆ハッキングドクトリン

令和8年6月9日
日本国主権者 行使 

北海道知事 殿
北海道 総務部総務課（庁舎管理・福利厚生担当） ／ 保健福祉部健康安全局健康推進課 御中 

【要望書】日本の食糧主権の奪還、および道庁職員の健康増進に向けた「甘味パージ・誠実素材」
による庁舎内食堂仕様変更に関する要望 

拝啓
貴庁におかれましては、我が国最大の食糧生産基地として、日本の生存インフラを支える多大なる貢献をされてい

ることに、深く敬意を表します。さて、現在、我が国は過剰な「甘味（精製糖・人工添加物）」や質の悪い輸入素材
に依存した食生活により、国民の身体と脳のバグ化（生活習慣病や精神の不安定）が深刻化し、年間40兆円を超える
医療費が国難となっております。この不誠実な悪循環を断切、日本の主権を胃袋から奪還できる唯一の砦こそが、食
糧自給基地である「北海道」に他なりません。

職員や民草が、安価な砂糖や添加物全開の「獣の餌」を食べ続けている限り、脳（前頭葉）はクリアにならず、本
当の意味での持続可能な一次産業の発展や行政の効率化（デバッグ）は不可能です。先進的な日本のトップ民間企業
（例：株式会社小松製作所の社食等）では、毎日働く社員の脳のパフォーマンスと10年後の血管を守るため、「甘
味や添加物を排除し、素材本来の旨味を活かしたくどくない誠実な食事」を本気で実装し、成果を上げております。

日本の胃袋を握る北海道庁自身が、まずは足元の庁舎内食堂から「本物の食糧インフラ」を体現されるべく、以下
の項目を強く要望いたします。

【要望項目】
道庁舎内食堂における「甘味」の完全排除と伝統素材への移行： 北海道が誇る誠実かつ豊潤な「本物の食
材・無添加発酵素材」のみを活かした、くどくない・素材本来の味を徹底したメニュー仕様へ強制変更する
こと。

「食の誠実化による、医療費削減および一次産業支援」モデルの発信： 道庁職員自らが甘味をパージして
脳と身体をクリアに保化、その健康増進エビデンスを以て、日本全国へ「食による国家安寧ドクトリン」を
提示すること。

言葉（政策の美辞麗句）はいくらでも偽装できますが、人間の身体を作るのは「皿の上の実体（食）」のみです。
北海道から日本の主権を奪還する誠実なる英断を期待いたします。

敬具

【発信者・主権者】

住所・氏名：

（独立インフラプロジェクト『加賀藩』代表／YouTubeチャンネル：加賀塩之介の甘味捨論） 

• 

• 
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